
改革工程表２(年度別計画）

取り組むべき項目
経営の健全化

１.経営改善プランの推進

２.収益力の向上
 （1）新規入居企業獲得
　　　令和2年度期首入居率：64％

 （2）経費削減の徹底
 

 （3）利益の確保（収支の黒字化）

３.企業支援事業の強化
　(1)組織強化

  (2)新規事業の獲得

　(3)創業支援

４.計画的な修繕の遂行

 
５.進行管理結果の公表

　※注　　　　　　　　は対応時期(◆)が明確な事項を表示、　　　　　　は改革期間及び推進事項を表示、[　　　] は目標達成状況を表示

団体名：㈱ひたちなかテクノセンター 所管部局・課名：産業戦略部・産業政策課

令和２年度 令和３年度 令和４年度

　　 [経営改善委員会を毎月1回開催し、進捗 　　 [経営改善委員会を毎月1回開催し、進捗  [アクションプラン推進会議を毎月1回開催し、

　　　状況確認と今後の推進施策を検討] 　　　状況確認と今後の推進施策を検討] 　　　進捗状況確認と今後の推進施策を検討]

[78.0％] [81.6％] [87.4％]

[20,788千円] [8,489千円] [▲25,399千円]

（特別損失：444,000千円） [39,253千円] [40,486千円]

[△689,377千円]

　　に統合し、一体的な企業支援体制を構築]

[2件] [3件] [6件]

[4件] [7件] [11件]

[人材育成事業、デザイン事業を企業支援部 [新規事業開拓担当ＣＤ１名を配置] [新規雇用ＣＤなし]

[空調、受変電設備更新] [中長期修繕計画(5ヵ年)に基づく [中長期修繕計画(5ヵ年)に基づく

　　　　　　　　　　　　点検の実施] 点検の継続実施、及び緊急修繕対応]

経営改善プランの着実な推進及びＰＤＣＡによる進行管理

入居率：70％ 入居率：75％ 入居率：80％

経費削減：20,000千円 経費削減：2,000千円 経費削減：1,000千円

空調設備・電気設備更新

毎年度の進行管理結果を県議会に報告するとともに、ホームページなどで公表

税引後当期利益：△436,000千円 税引後当期利益：10,000千円 税引後当期利益：11,000千円

新規事業：2件

起業件数：3件

新規事業：2件 新規事業：2件

起業件数：3件 起業件数：3件

施設の長寿命化に向けた定期的なメンテナンスの実施

組織改編（企業支援部の強化） 自社新規ＣＤの配置 自社新規ＣＤの増員


